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１．令和２年度事業計画書 

自 令和 ２年 ４月 １日 

至 令和 ３年 ３月３１日 

 

 

 公益財団法人舞鶴市花と緑の公社は、市民と協力のもと、緑化の推進や自然の保全

を行い、その普及啓発により豊かな花と緑に彩られた美しいまちづくりを推進し、市

民の健全な心身の育成と快適な生活環境づくりに寄与するため、令和２年度において

以下の事業に取り組みます。 

 また、同年度で舞鶴自然文化園の指定管理期間の満了を迎える中、同園を四季折々

の自然とふれあえる場、憩いの場、野外学習やレクリエーションの場として誰もが快

適に利用できるよう、指定管理者として引き続き効果的・効率的な管理運営を行いま

す。 

 

 

１ 公益目的事業 

（１） 緑化普及啓発事業 

    緑化普及啓発及び民有地の緑化やその保全を図るため、次の事業を行います。 

   ア 各種展示会の開催 

展示会 開  催  時  期 

ツバキ展 
令和２年４月１日～１２日（１２日間） 

令和３年３月中旬～末日 

春の花と山野草展 令和２年５月９日～１７日（９日間） 

アジサイ展 令和２年６月１２日～７月１２日（３１日間） 

紅葉展 令和２年１１月２０日～２９日（１０日間） 

イ 「花と緑」の情報発信 

公社ホームページ、舞鶴自然文化園のパンフレット・看板、広報まいづる、

FM 放送、情報誌や同園で行う展示会やイベント、講習会や出前講座等により

「花と緑」に関する情報を SNSも利用して発信します。 

また、イベントや各種講習会等の機会に、花木の育て方や緑化推進に関す

る冊子（花と緑のポケット図鑑）を配布するなど「花と緑」に関する情報を発

信します。 

ウ 各種講習会の実施 

市民を対象として、寄せ植え教室などの講習会を実施するとともに、各種

団体等からの要請による出前講座を実施します。 

講習会・出前講座 実 施 時 期 

多肉植物寄せ植え教室 令和２年５月４日 

木の実を使った小物作り 令和２年１１月２１日～２３日 
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お正月用寄せ植え教室 令和２年１２月５日 

出前講座（寄せ植え教室） 要請により実施 

エ 舞鶴自然文化園の四季写真展の開催 

舞鶴自然文化園の四季折々の魅力をアピールするため、同園を題材とした

第１７回舞鶴自然文化園の四季写真展を１０月に開催し、その後、理事長賞

等の受賞作品を「ゆうさい会館」や「まいづる智恵蔵」において展示します。 

オ 花苗等の配布 

民有地緑化支援の一環として、花苗等の配布を行います。 

 

 （２） 緑のリサイクル事業 

    舞鶴自然文化園で刈取った草や落葉を発酵させて、リサイクル堆肥を作製し、

花壇等の土壌改良材として活用します。 

 

 （３） 貴重希少種保存事業 

    舞鶴自然文化園には、国内外から収集された、原種をはじめとする貴重なツ

バキが数多く育成されており、これらの適正な維持管理を行うとともに、貴重

な植物の適正な維持保存を図るために次の事業を行います。 

   ア ツバキの原種や希少種の維持保存管理 

   イ 絶滅危惧種「オオキンレイカ」の維持保存管理 

   ウ 貴重植物「ササユリ」などの維持保存管理 

 

 （４） 自然体験活動事業 

    身体や五感を使い自然と関わることにより、感性を豊かにし、青少年の豊か

な人間性を培う一助となるために次の事業を行います。 

   ア 小学校等の自然学習や自然体験活動の支援 

   イ 各種自然活動団体と協働し、舞鶴自然文化園の施設を利用して、自然とふ

れあい、自然の恵みを実感できる「自然とのふれあいプログラム」等の実施 

プ ロ グ ラ ム 実 施 時 期 

春の自然散策会(山野草観察・採取) 令和２年４月２５日 

子どもと動物のふれあい 令和２年５月４日 

ツリークライミング 令和２年７月１８日 

夏の星空観察会 令和２年８月１３日 

キノコの植菌体験 令和３年３月下旬 

 

 （５） 花のあるまちづくり事業 

    市内の公共施設等に四季折々の花で潤いのあるまちづくりを市民とともに

展開するため、次の事業を行います。 

   ア 公共施設などの花壇の植替え及び維持管理 
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花壇の箇所 植替え実施時期 備 考 

JR西舞鶴駅東口 
令和 2年 5月 19日・20日、10月

中旬 
園児参加 

JR東舞鶴駅北口 
令和 2 年 6 月 4 日・5 日、10 月

下旬 

 

JR東舞鶴駅南口 令和 2年 6月 18日、11月初旬  

舞鶴市総合文化会館 令和 2年 5月 28日、10月初旬  

青葉山ろく公園 令和 2年 6月 9日、11月初旬  

イ ハンギングバスケットの作製及び街路等への据付け並びに維持管理 

作製、据付け 実 施 時 期 備 考 

ハンギングバスケット作製会 令和 2年 6月 13日、11月中旬 市民参加 

JR 東舞鶴駅北口等３か所ハン

ギングバスケット据付け 
令和 2年 6月 15日、11月下旬 

 

ウ 市内の公共施設や公的団体が主催するイベント等でのプランターの設置 

施設、イベント 設 置 時 期 

舞鶴引揚記念館 

令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31日 
JR西舞鶴駅西口 

青葉山ろく公園 

舞鶴市総合文化会館 

平和祈念式典 令和 2年 10月 7日前後 

舞鶴赤れんがﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 令和 2年 10月 11日前後 

 

 （６） 高齢者・障害者自立支援事業 

    高齢者や障害者に働く楽しみを実感できる場を提供するため、次の事業を行

います。 

   ア 舞鶴自然文化園の除草業務等の高齢者団体等への依頼 

   イ 椿油精製に係る椿の実採取作業の障害者福祉施設への依頼 

 

２ 収益事業 

  ツバキまつり・アジサイまつりの期間中、来園者のサービスの向上を図るため、

ツバキやアジサイなどの花木苗などの販売を行うとともに、カフェ「ふろーら」

を営業します。 

なお、その収益については、舞鶴自然文化園の整備、維持管理費用に充てます。 



（単位：円）

科目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　（１）経常収益

基本財産運用益 2,000 2,000

　　基本財産受取利息 2,000 2,000

特定資産運用益 0

　　特定資産受取利息 0 0

事業収益 13,550,000 3,000,000 16,550,000

　　自然文化園指定管理料収益 5,200,000 5,200,000

　　受託事業収益 150,000 150,000

　　喫茶・販売収益 3,000,000 3,000,000

　　入園料収益 8,000,000 8,000,000

　　実費徴収金収益 200,000 200,000

受取補助金等 46,871,260 2,471,100 11,161,640 60,504,000

　　公社運営費補助金 20,399,260 2,471,100 11,161,640 34,032,000

　　公共施設管理運営費補助金 20,621,000 20,621,000

　　花まち事業補助金 5,851,000 5,851,000

雑収益 0 0 0 0

　　受取利息 0 0 0 0

　　雑収益 0 0 0 0

経常収益計 60,421,260 5,471,100 11,163,640 77,056,000

（２）経常費用

事業費

　　役員報酬 0 0 0

　　給料手当 34,944,660 2,105,100 37,049,760

　　法定福利費 5,959,400 359,000 6,318,400

　　福利厚生費 199,000 20,000 219,000

　　会議費 10,000 0 10,000

　　通信運搬費 255,000 20,000 275,000

　　減価償却費 53,640 48,600 102,240

　　消耗什器備品費 100,000 50,000 150,000

　　消耗品費 4,410,000 100,000 4,510,000

　　修繕費 1,945,000 50,000 1,995,000

　　印刷製本費 600,000 0 600,000

　　燃料費 715,000 22,000 737,000

　　光熱水料費 2,040,000 30,000 2,070,000

　　賃借料 448,000 0 448,000

　　保険料 186,000 0 186,000

　　諸謝金 150,000 0 150,000

　　租税公課 30,600 120,000 150,600

　　手数料 1,323,000 62,000 1,385,000

　　委託費 7,380,000 0 7,380,000

　　報償費 100,000 0 100,000

　　商品仕入費 0 1,000,000 1,000,000

　　原材料費 0 450,000 450,000

　　棚卸損失 0 10,000 10,000

　　雑費 10,000 0 10,000

　事業費計 60,859,300 4,446,700 0 65,306,000

２．令和２年度　収支予算書   ( 損益計算）    　　　　　　　　　　              
自　令和２年４月１日　　至　令和３年３月３１日
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科目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合計

管理費

　　役員報酬 400,000 400,000

　　給料手当 5,052,240 5,052,240

　　法定福利費 861,600 861,600

　　福利厚生費 241,000 241,000

　　退職金積立掛金 144,000 144,000

　　役員損保 120,000 120,000

　　旅費交通費 35,000 35,000

　　会議費 10,000 10,000

　　通信運搬費 585,000 585,000

　　減価償却費 202,800 202,800

　　消耗什器備品費 50,000 50,000

　　消耗品費 600,000 600,000

　　修繕費 180,000 180,000

　　燃料費 420,000 420,000

　　光熱水料費 0 0

　　賃借料 1,091,000 1,091,000

　　保険料 98,000 98,000

　　租税公課 109,000 109,000

　　支払負担金 105,000 105,000

　　手数料 270,000 270,000

　　委託費 100,000 100,000

　　雑費 50,000 50,000

　管理費計 10,724,640 10,724,640

経常費用計 60,859,300 4,446,700 10,724,640 76,030,640

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 438,040 1,024,400 439,000 1,025,360

基本財産評価損益 0

評価損益等計 0 0 0 0

　当期経常増減額 △ 438,040 1,024,400 439,000 1,025,360

　2.　経常外増減の部

　（１）経常外収益

　　経常外収益 0 0 0 0

　経常外収益計 0 0 0 0

　（２）経常外費用

　　経常外費用 0 0 0 0

　経常外費用計 0 0 0 0

　当期経常外増減額 0 0 0 0

　他会計振替額 0 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 △ 438,040 1,024,400 439,000 1,025,360

　一般正味財産期首残高 997,201

　一般正味財産期末残高 2,022,561

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0

　（１）収益 0

　（２）費用 0

　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

　指定正味財産期首残高 35,000,000

　指定正味財産期末残高 35,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 37,022,561
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